文芸取締問題をめぐる自然主義批評圏の〈基準〉 ： 永井荷風『ふらんす物語』の〈発禁〉を起点として by 黒田, 俊太郎
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Ⅰ．問題の所在
　明治 44（1911）年 5 月 16 日（注１），文芸委員会官制・通
俗教育調査委員会官制が天皇によって裁可され，公布（同


















































（平成25年 6 月18日受付，平成25年12月 3 日受理）
The Issue of the Regulation of Literature and the Standard Set by Naturalist Critics：
Starting from the Banning of Kafu Nagai's Furansu-Monogatari [Story of France]
KURODA  Shuntaro *  
　　The novel Furansu-Monogatari [Story of France] (1909) by Kafu Nagai (1879-1959) was banned for sale just prior to publication. 
Although bans on naturalist literature by the Department of the Interior had been frequent for fear of corrupting public morals since 
1908, educators’ negative criticism of literature of that kind had developed in the media prior to it. The writers of naturalism fought 
back against them by arguing that educators are not competent to appreciate literature. They also insisted that readers had to focus on 
the serious attitude of the writers rather than its explicit content. Although the naturalist writers admired Kafu’s personality and work 
based on this standard, Kafu himself turned his back on this standard and established his original view of art.
Key Words：book-banning, censorship, Kafu Nagai, Naturalism, Public Morals
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ることになるが，自然主義陣営の拠点の一つであった『早


































Ⅱ .  『ふらんす物語』という〈不在〉のテクスト
　初版『ふらんす物語』は，明治 42 年 3 月 27 日，〈発
禁〉の処分を受けている。『地獄の花』（金港堂，明治
35）などで既に知られていた荷風は，明治 36 年 9 月に
渡米し 4 年余りを過ごしたのち，明治 40 年 7 月に正金
銀行社員として渡仏，凡そ 11 ヵ月半滞在して帰国して











































































Ⅲ .  明治 42 年当時の検閲体制の内実
　初版『ふらんす物語』は，その奥付（注６）を参照すると，
明治 42 年 3 月 25 日に博文館から発行されることが予定













































































相対的に少ない。明治 39 年から明治 44 年に警視庁が発
行した『警視庁統計書』を参照すると，〈発禁〉の行政
処分を受けた書籍出版物（新聞・雑誌は含まれない）の
件数は，明治 38 年［210 件］，明治 39 年［440 件］，明
治 40 年［3564 件］，明治 41 年［451 件］，明治 42 年［85






































































































































































































































































































































































































































































































































































して昭和 43 年 9 月に刊行したものを参照。
7　  ここでいう「出版法第十九条」とは，いうまでもな













「発行ノ日」（明治 42 年 3 月 25 日）の「三日前」，す












の提出日を，〈発禁〉の「処分」を受けた明治 42 年 3
月 27 日まで繰り下げることも可能である。すなわち，
多分に主観的な言葉であるが，荷風の「直に」という
言葉を，〈当日〉あるいは〈前日〉というような意味
で捉えるとすれば，博文館による内務省への「出版納
本手続き」の際，「発行ノ日」を事務的に遅延させる
措置が講じられていたと考えられる。
9　  「発売頒布禁止及刻版並印本差押ノ処分」を受けた
『ふらんす物語』は，相対的に「風俗壊乱」＝〈罪〉
の度合いにおいて最も高いと判断されたといえるので
あり，形式的には，「刻版」はもちろんのこと製本・
未製本の如何を問わず活字化されたものが，内務省納
本分の「製本二冊」を除いて全て破棄されねばならな
くなった。これを荷風の言葉で換言すると「全部悉く
埋没される事になつた」ということになる。こうした
内務大臣による行政処分にともない，「出版法」第 27
条に基づき「著作者」「発行者」に対し，「十一日以上
六月以下ノ軽禁錮又ハ十円以上二百円以下ノ罰金」に
処せられるという司法処分が下されるのだが，そうし
た具体的な罰則を決める刑事裁判所において例え無罪
判決を勝ち得たとしても，内務大臣による〈発禁〉の
「処分」が覆ることはない。
ちなみに，内務省納本分の『ふらんす物語』は，その後，
秦豊吉の所蔵となり，この秦本は，斉藤昌三，三茶書
房，峯村幸造へと所蔵者が移っている（城市郎『【底本】
発禁本 書物とその周辺』平凡社，p.319，2004）。ただし，
この内務省納本分が「製本」だったかについては，明
らかではない。
10　明治 42 年当時，内務省で出版物の検閲を行なって
いたのは警保局図書課である。「検閲に関する事務は，
はじめは文部省で所管されたが，明治八年に内務省の
所管となり，一般図書については図書局，新聞につい
ては警保局で扱われていた。明治二十六年に警保局に
図書課（昭和十五年十二月から検閲課に改組）が設け
られ，統一的に取扱われるようになった」（大霞会編『内
務省史』第 1 巻，原書房，p.804，1980）という。
11　『内務省人事総覧』（第 2 巻，日本図書センター，
1989）所収。
12　捕風捉影楼「文芸取締りの行衛」『日本及日本人』
520，pp.97-98，明治 42・11。同様の発言は，警保局
長有松英義氏談「発売禁止について」（『趣味』4（11），
pp.19-22，明治 42・11）などにも見られる。
13　真銅正宏「永井荷風，〈やつし〉の姿勢　『ふらんす
物語』から『四畳半襖の下張』まで」『国文学　解釈
と教材の研究』47（9），2002
14　特集「「姉の妹」の発売禁止に対する諸名家の意見」
『中央公論』24（7），明治 42・7。執筆者の各発言に
表題はなし。
15　永井荷風「別に何とも思はなかつた」『太陽』（特集「発
売禁止の命を受けたる時の感想」）15（11），明治 42・8
16　山本芳明「大正六年―文壇のパラダイム・チェン
ジ」『文学者はつくられる』ひつじ書房，2000。山本は，
大正六年に「本来，情報の回路としては断絶している
はずの〈作品〉と作家の〈人格〉，〈生活〉の間に往還
可能な通路が想定」（同書 p.97）されるような認識の
布置が誕生したとする。
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